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先進的ケア・ネットワーク
開発研究分野
修士課程　医療福祉経営専攻
■自立支援介護学領域
　 修業年限：１年
　 取得できる学位：修士（自立支援介護学）

■自立支援実践ケアマネジメント学領域
　 修業年限：１年
　 取得できる学位：修士（自立支援実践ケアマネジメント学）

■介護福祉学領域、ケアマネジメント学領域
　 修業年限：２年
　 取得できる学位：修士（介護福祉・ケアマネジメント学）

博士課程　保健医療学専攻
■介護福祉学領域、ケアマネジメント学領域
　修業年限：３年　
　 取得できる学位：博士（介護福祉・ケアマネジメント学）

◆日本で唯一、自立支援介護理論を学べる大学院
◆介護の専門職から教育者の道
◆地域共生に対応するケアマネジメント実践者養成

国際医療福祉大学大学院
保健・医療・福祉専門職のキャリアアップを支援
「働きながら大学院で学びたい」社会人が学びやすい３つの特長

１ キャンパス ２ カリキュラム

181104000

大田原
キャンパス

（栃木県大田原市）

福 岡
キャンパス

（福岡県福岡市）

大 川
キャンパス

（福岡県大川市）

熱 海
キャンパス

（静岡県熱海市）

東京赤坂
キャンパス

（東京都港区）

成田
キャンパス

（千葉県成田市）

小田原
キャンパス

（神奈川県小田原市）

修士課程

博士課程（４年制）

博士課程

保健医療学専攻
●看護学分野
●特定行為看護師養成分野
　（旧：ナースプラクティショナー養成分野）
●助産学分野
●理学療法学分野
●作業療法学分野
●言語聴覚分野
●視機能療法学分野
●福祉支援工学分野
●リハビリテーション学分野
●放射線・情報科学分野
●生殖補助医療胚培養分野

●医療福祉教育・管理分野
●臨床検査学分野
●遺伝カウンセリング分野
●災害医療分野
医療福祉経営専攻
●医療経営管理分野
●診療情報アナリスト養成分野
●医療福祉国際協力学分野
●先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
●医療福祉学分野
●医療福祉ジャーナリズム分野
●医療通訳・国際医療マネジメント分野
臨床心理学専攻

保健医療学専攻
●看護学分野
●助産学分野
●理学療法学分野
●作業療法学分野
●言語聴覚分野
●視機能療法学分野
●福祉支援工学分野
●リハビリテーション学分野
●放射線・情報科学分野
●生殖補助医療胚培養分野
●臨床検査学分野
●医療福祉経営学分野

●診療情報管理・分析学分野
●医療福祉国際協力学分野
●先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
●医療福祉学分野
●医療福祉ジャーナリズム分野
●臨床心理学分野

●基礎医学研究分野　　　●社会医学研究分野
●臨床医学研究分野

医療・生命薬学専攻

博士課程
医学専攻 ●国際医療学分野　　　●医療福祉管理学分野

●疫学・社会医学分野

■東京赤坂キャンパス　赤坂心理・医療福祉マネジメント学部（心理学科、医療マネジメント学科）
■大田原キャンパス　　薬学部（薬学科・6年制）
　　　　　　　　　　　医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科）
　　　　　　　　　　　保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、
　　　　　　　　　　　視機能療法学科、放射線・情報科学科）
■成田キャンパス　　　医学部（医学科）
　　　　　　　　　　　成田看護学部（看護学科）
　　　　　　　　　　　成田保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）
■小田原キャンパス　　小田原保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科）
■福岡キャンパス　　　福岡看護学部（看護学科）
■大川キャンパス　　　福岡保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）

国際医療福祉大学 附属病院国際医療福祉大学

■国際医療福祉大学病院（栃木県）
■国際医療福祉大学塩谷病院（栃木県）
■国際医療福祉大学三田病院（東京都）
■国際医療福祉大学熱海病院（静岡県）
■国際医療福祉大学市川病院（千葉県）
■国際医療福祉大学成田病院（千葉県）※2020年開設予定

「働きながら大学院で学びたい」。こうした医療・福祉
専門職の方々のニーズに応えるため、本大学院は、大
田原（栃木県）、成田（千葉県）、赤坂（東京都）、小田
原（神奈川県）、熱海（静岡県）、福岡・大川（福岡県）
に７つのキャンパスを開設しています。
※分野により受講が限られるキャンパスがあります。

3 同時双方向遠隔授業
キャンパスを同時双方向遠隔授業システムで結び、複数のキャンパスで授業をリアルタイムで受講できるようにしています。このシステムはテレビ会議方式を授業
に取り入れたもので、テレビカメラによる映像や音声、書画カメラの映像、パソコンのファイル情報などが、各キャンパスでリアルタイムに共有できます。これに
より、どのキャンパスでも授業が行われている教室と同じ状態で授業を受けることができ、質問やディスカッションなど同時双方向のコミュニケーションも可能です。

大学院 医療福祉学研究科

大学院 薬学研究科

大学院 医学研究科

修士課程（２年制）
生命薬科学専攻　　●生命薬学分野　　　　●医療薬学分野

修士課程
公衆衛生学専攻

大学院 薬科学研究科

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に行い、
社会人が学びやすい環境を整備しています。
※専攻、分野により異なります。

03-5574-3903TEL

大学院に関するお問い合わせ

学生募集要項は次のいずれかの方法でご請求ください

daigakuin-nyushi@iuhw.ac.jpE-mail https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/WEB

※修士課程は、専門学校等を卒業した満22歳以上の方も出願可能です（国家資格保持等の条件を満たしている必要があります）。
東京赤坂キャンパス入試事務室　　Tel：03-5574-3903　〒107-8402　東京都港区赤坂4-1-26



2019年度開講予定科目 単位数

標準履修年次

介護福祉学領域／ケアマネジメント学領域 自立支援介護学領域（1年制） 自立支援実践ケア
マネジメント学領域（1年制）

1年次 2年次 1年次 1年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門科目
介護福祉・ケアマネジメント学講義[修士] 2 ○ ○ ○
ケアマネジメント論[修士] 2 ○ ○ ○
高齢者介護学[修士] 2 ○ ○ ○
介護福祉・ケアマネジメント学演習[修士] 2 ○ ○ ○
ケア理論演習[修士] 2 ○ ○ ○
自立支援介護学 2 ○ ○
介護管理学 2 ○ ○
介護保険事業各論 1 ○ ○
自立支援型介護計画演習 2 ○
ケアマネジメント直接援助・間接援助技術 2 ○
ケアマネジメント実践事例演習 2 ○
ケアマネジメント教育・管理論 2 ○

実習科目
高齢者介護施設実習Ⅰ・Ⅱ 各2 ○ ○
高齢者介護施設実習演習Ⅲ 2 ○
ケアマネジメント実習 2 ○

研究指導科目
介護福祉・ケアマネジメント学研究指導Ⅰ～Ⅳ 各2 ○（Ⅰ） ○（Ⅱ） ○（Ⅲ） ○（Ⅳ）
自立支援介護学課題研究 2 ○
ケアマネジメント課題研究指導Ⅰ・Ⅱ 各2 ○ ○

ケアマネジメント力を鍛える 自立支援介護の実践 組織的な管理・運営 先進的な研究

ごあいさつ カリキュラム（修士課程）
わが分野は広くケアとネットワークに関して「先進的な開発」を行っていこうという分野で、すでに「排泄
自立」「要介護５の方の歩行」「認知症のケア」さらに「胃ろうから常食へ」などの研究から目ざましい成果
をあげている分野です。地域共生社会に対応するケアマネジメントを含め広くケア・介護に関する教育研究
機関としてはもっともすぐれているといってよいでしょう。そして特徴的なことに、これらのすぐれた研究
がいずれも院生自身の活動と研究から生み出されていることです。教員と院生が一体となって新しいものを
創ることには大きな喜びがあります。

専門領域：ケアマネジメント、地域共生社会、家族支援

【プロフィール】国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程修了。博士（医療福祉学）。実践経験
として障害児者福祉、障害者就労支援、高齢者介護及びケアマネジメント、職能活動として日本介護支援専
門員協会常任理事等、行政として厚生労働省 介護支援専門官の経験を経て、2018年４月より現職。社会福
祉士、主任介護支援専門員。

分野責任者

石山 麗子 教授

保健医療福祉分野における次のような人材の育成を目指し、職種を問わず受け入れます
（1）ケアの現場が抱える問題の改善に主体的に取り組める人 
（2）ケアの向上に向けてリーダーシップが取れる人 
（3）広い視野を持ち、職種、立場の違いを超えてコミュニケーションがとれる人 
（4）ケアシステムの開発を担う人 
（5）ケアにかかわる教育を担う人 

次のような方針で教育・研究指導に当たります
（1）ケアの現場が抱える問題に即して教育・研究指導を行う。 
（2）学生の自主性を尊重する。 
（3）さまざまな職種、立場の院生間の討議を通し、相互理解を促進する。 
（4）医学、生活環境学、社会学等バックグラウンドの異なる教師陣が協力し、学際的な教育・研究指導を行う。

教員紹介
すでに国策となった自立支援介護と自立支援ケアマネジメントを深く学びたい人、またこの分野はいまやア
ジア全体から求められるにいたったので、海外にも関心のある人を求めます。

専門領域 ： 介護およびケアマネジメントの実践および基礎に関する全てのテーマ

1966年 日本医科大学卒業。東京医科歯科大学医学部整形外科所属、整形外科およびリハビリテーション医
学を研修。1978年 東京医科歯科大学整形外科講師。1991年 日本医科大学教授。2004年 国際医療福祉大
学大学院教授。日本自立支援介護・パワーリハ学会会長。日本ケアマネジメント学会理事。

竹内 孝仁 特任教授

現場経験を活かし、介護福祉・高齢者福祉に関する研究をテーマとしています。介護福祉・ケアマネジメン
卜について、広くかつ深く学びたい方はどなたでも歓迎いたします。

専門領域：自立支援介護、介護福祉、高齢者福祉、認知症

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程修了。博士（医療福祉学）。日本福祉大学福祉経営学
部卒業。1997年～ 老人保健施設、特別養護老人ホーム等の介護士、居宅支援事業所の介護支援専門員を経
て、2011年４月より現職。介護福祉士、介護支援専門員。 

小平 めぐみ 准教授

自立支援介護および介護管理を中心とした介護・福祉に関する研究を行っています。働きながらキャリア
アップを目指す皆さんと共に学んでいきたいと思います。

専門領域：自立支援介護、介護管理、高齢者介護

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程満了。博士（介護福祉・ケアマネジメント学）。2001
年～シニアホームのケアワーカー、大手介護会社の教育研修講師等を経て、2017年４月より現職。
介護福祉士、日本自立支援介護・パワーリハ学会認定自立支援介護講師。

坂田 佳美 助教 教員の略歴、研究業績等は、大学院ホームページをご参照ください。

出願資格
（1）大学卒　または
（2）保健、医療、福祉に関する国家資格や認定ケアマネジャーの資格を持ち、出願資格審査をパスした方
（3） 「自立支援介護学領域（１年修了コース）」については、大学院の定める一般入試の出願資格に加え、以下のいずれかに該当する方。
　　　① 介護事業の管理運営経験３年以上　② 介護福祉士としての実務経験３年以上（キャリアアップ）
（4） 「自立支援実践ケアマネジメント学領域（１年修了コース）」については、大学院の定める一般入試の出願資格に加え、保健医療福祉

に関する実務経験原則３年以上
　　　※出願前に指導教員との事前面談が必要です。出願資格等の詳細は大学院学生募集要項をご確認ください

授業は水曜・土曜に集中して実施します。科目によってはｅラーニングにより、職場や
自宅での受講も可能です。

介護福祉学領域　博士（介護福祉・ケアマネジメント学）
勤務先 ： 順天堂大学保健看護学部　高齢者看護学　講師　　　資　格 ： 看護師

急性期の高齢者病院で看護師として9年間働き、その後、現職に就いて7年目になります。高齢者看護について学生
に教授する中、「自分が看護師だった時に、果たして高齢者の自立支援看護は行えていたのだろうか」と、ふと我に返
ることがありました。その時、竹内ゼミを修了した同大学の教員から、高齢者の自立支援について竹内理論を聞き、
大変感銘をうけました。ぜひ、竹内先生の指導の基、急性期病院から高齢者の生活に視点をおいたケアの実践をテー
マに研究をしたいと思い大学院に進学しました。今後は、看護学生に「看護師の立場から実践できる高齢者の自立支
援」について教授していくことと、これからも高齢者の排泄自立を中心に、少しでもその人らしい生活が継続できる
よう、高齢者の自立支援について研究を継続していきたいと思います。

修了生の声

榎本 佳子さん

Q  仕事と勉強をどのように両立していますか？
　趙： 介護という仕事を理解するためには現場の経験が欠かせないと思い、大学院に入ると同時に前の

会社を辞めました。現在は有料老人ホームで準常勤として働いていますが、大学院の授業を優先
させてもらっています。

森井： 大学院での勉強が仕事に役立ち、仕事での課題意識が勉強の意欲につながるなど、両立すること
で相乗効果につながっています。また、VOD授業による自宅聴講が可能ですので、仕事と勉強
が両立しやすい環境が整備されています。

Q  通ってみて大学院（竹内ゼミ）の印象は？
　趙： 同期には、看護師、PT、福祉施設の経営者などがいますので、様々な視点から介護を理解することが出来ます。竹内ゼミは、専門性の高い

介護が身につく最高な環境です。
森井： 竹内ゼミは、ご指導いただく先生方が日本における先進的なケア・ネットワークについての研究をしておられ、ゼミの同級生や先輩・後輩と

のつながりも非常に強く、学ぶことに最適な環境と言えます。

Q  今後の目標は？
　趙： 中国では65歳以上の方が1.4億人います。その方たちが要介護状態にならないよう、介護予防または自立支援介護を展開していきたいと思っ

ています。
森井： 大学院（博士課程）での研究を介護問題等の解決に向けて役立てていくと共に、その研究成果を職場や地域に還元できることを目標にしてい

ます。

Q  ぜひ後輩（入学希望者）に伝えたいことは？
　趙： 介護現場で「え、これはちょっと違うぞ！」と思ったことありませんか？竹内ゼミで一緒に科学的な自立支援介護を学びましょう。授業が水

曜日と土曜日に集中しており、お仕事で来られない時もeラーニングで対応してる授業もあるので、通いやすいと思います。
森井： 私は、地域包括支援センターの仕事をしながら、島根県から東京へ飛行機通学をしています。竹内ゼミで学びたいと考えている全国の皆さ

ん、共に学び、共に語り合いましょう。

在校生の声

修士課程在籍中
趙 紫巍さん
有料老人ホーム 勤務

博士課程在籍中
森井 琢磨さん
島根県大田市
健康福祉部 勤務

・ケアマネジメント学領域
・自立支援実践ケアマネジメント学領域 ｝石山 麗子

ishiyama.reiko@iuhw.ac.jp
・介護福祉学領域
・自立支援介護学領域 ｝小平 めぐみ

kodaira@iuhw.ac.jp
教育内容に
関するご相談



2019年度開講予定科目 単位数

標準履修年次

介護福祉学領域／ケアマネジメント学領域 自立支援介護学領域（1年制） 自立支援実践ケア
マネジメント学領域（1年制）

1年次 2年次 1年次 1年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門科目
介護福祉・ケアマネジメント学講義[修士] 2 ○ ○ ○
ケアマネジメント論[修士] 2 ○ ○ ○
高齢者介護学[修士] 2 ○ ○ ○
介護福祉・ケアマネジメント学演習[修士] 2 ○ ○ ○
ケア理論演習[修士] 2 ○ ○ ○
自立支援介護学 2 ○ ○
介護管理学 2 ○ ○
介護保険事業各論 1 ○ ○
自立支援型介護計画演習 2 ○
ケアマネジメント直接援助・間接援助技術 2 ○
ケアマネジメント実践事例演習 2 ○
ケアマネジメント教育・管理論 2 ○

実習科目
高齢者介護施設実習Ⅰ・Ⅱ 各2 ○ ○
高齢者介護施設実習演習Ⅲ 2 ○
ケアマネジメント実習 2 ○

研究指導科目
介護福祉・ケアマネジメント学研究指導Ⅰ～Ⅳ 各2 ○（Ⅰ） ○（Ⅱ） ○（Ⅲ） ○（Ⅳ）
自立支援介護学課題研究 2 ○
ケアマネジメント課題研究指導Ⅰ・Ⅱ 各2 ○ ○

ケアマネジメント力を鍛える 自立支援介護の実践 組織的な管理・運営 先進的な研究

ごあいさつ カリキュラム（修士課程）
わが分野は広くケアとネットワークに関して「先進的な開発」を行っていこうという分野で、すでに「排泄
自立」「要介護５の方の歩行」「認知症のケア」さらに「胃ろうから常食へ」などの研究から目ざましい成果
をあげている分野です。地域共生社会に対応するケアマネジメントを含め広くケア・介護に関する教育研究
機関としてはもっともすぐれているといってよいでしょう。そして特徴的なことに、これらのすぐれた研究
がいずれも院生自身の活動と研究から生み出されていることです。教員と院生が一体となって新しいものを
創ることには大きな喜びがあります。

専門領域：ケアマネジメント、地域共生社会、家族支援

【プロフィール】国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程修了。博士（医療福祉学）。実践経験
として障害児者福祉、障害者就労支援、高齢者介護及びケアマネジメント、職能活動として日本介護支援専
門員協会常任理事等、行政として厚生労働省 介護支援専門官の経験を経て、2018年４月より現職。社会福
祉士、主任介護支援専門員。

分野責任者

石山 麗子 教授

保健医療福祉分野における次のような人材の育成を目指し、職種を問わず受け入れます
（1）ケアの現場が抱える問題の改善に主体的に取り組める人 
（2）ケアの向上に向けてリーダーシップが取れる人 
（3）広い視野を持ち、職種、立場の違いを超えてコミュニケーションがとれる人 
（4）ケアシステムの開発を担う人 
（5）ケアにかかわる教育を担う人 

次のような方針で教育・研究指導に当たります
（1）ケアの現場が抱える問題に即して教育・研究指導を行う。 
（2）学生の自主性を尊重する。 
（3）さまざまな職種、立場の院生間の討議を通し、相互理解を促進する。 
（4）医学、生活環境学、社会学等バックグラウンドの異なる教師陣が協力し、学際的な教育・研究指導を行う。

教員紹介
すでに国策となった自立支援介護と自立支援ケアマネジメントを深く学びたい人、またこの分野はいまやア
ジア全体から求められるにいたったので、海外にも関心のある人を求めます。

専門領域 ： 介護およびケアマネジメントの実践および基礎に関する全てのテーマ

1966年 日本医科大学卒業。東京医科歯科大学医学部整形外科所属、整形外科およびリハビリテーション医
学を研修。1978年 東京医科歯科大学整形外科講師。1991年 日本医科大学教授。2004年 国際医療福祉大
学大学院教授。日本自立支援介護・パワーリハ学会会長。日本ケアマネジメント学会理事。

竹内 孝仁 特任教授

現場経験を活かし、介護福祉・高齢者福祉に関する研究をテーマとしています。介護福祉・ケアマネジメン
卜について、広くかつ深く学びたい方はどなたでも歓迎いたします。

専門領域：自立支援介護、介護福祉、高齢者福祉、認知症

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程修了。博士（医療福祉学）。日本福祉大学福祉経営学
部卒業。1997年～ 老人保健施設、特別養護老人ホーム等の介護士、居宅支援事業所の介護支援専門員を経
て、2011年４月より現職。介護福祉士、介護支援専門員。 

小平 めぐみ 准教授

自立支援介護および介護管理を中心とした介護・福祉に関する研究を行っています。働きながらキャリア
アップを目指す皆さんと共に学んでいきたいと思います。

専門領域：自立支援介護、介護管理、高齢者介護

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科博士課程満了。博士（介護福祉・ケアマネジメント学）。2001
年～シニアホームのケアワーカー、大手介護会社の教育研修講師等を経て、2017年４月より現職。
介護福祉士、日本自立支援介護・パワーリハ学会認定自立支援介護講師。

坂田 佳美 助教 教員の略歴、研究業績等は、大学院ホームページをご参照ください。

出願資格
（1）大学卒　または
（2）保健、医療、福祉に関する国家資格や認定ケアマネジャーの資格を持ち、出願資格審査をパスした方
（3） 「自立支援介護学領域（１年修了コース）」については、大学院の定める一般入試の出願資格に加え、以下のいずれかに該当する方。
　　　① 介護事業の管理運営経験３年以上　② 介護福祉士としての実務経験３年以上（キャリアアップ）
（4） 「自立支援実践ケアマネジメント学領域（１年修了コース）」については、大学院の定める一般入試の出願資格に加え、保健医療福祉

に関する実務経験原則３年以上
　　　※出願前に指導教員との事前面談が必要です。出願資格等の詳細は大学院学生募集要項をご確認ください

授業は水曜・土曜に集中して実施します。科目によってはｅラーニングにより、職場や
自宅での受講も可能です。

介護福祉学領域　博士（介護福祉・ケアマネジメント学）
勤務先 ： 順天堂大学保健看護学部　高齢者看護学　講師　　　資　格 ： 看護師

急性期の高齢者病院で看護師として9年間働き、その後、現職に就いて7年目になります。高齢者看護について学生
に教授する中、「自分が看護師だった時に、果たして高齢者の自立支援看護は行えていたのだろうか」と、ふと我に返
ることがありました。その時、竹内ゼミを修了した同大学の教員から、高齢者の自立支援について竹内理論を聞き、
大変感銘をうけました。ぜひ、竹内先生の指導の基、急性期病院から高齢者の生活に視点をおいたケアの実践をテー
マに研究をしたいと思い大学院に進学しました。今後は、看護学生に「看護師の立場から実践できる高齢者の自立支
援」について教授していくことと、これからも高齢者の排泄自立を中心に、少しでもその人らしい生活が継続できる
よう、高齢者の自立支援について研究を継続していきたいと思います。

修了生の声

榎本 佳子さん

Q  仕事と勉強をどのように両立していますか？
　趙： 介護という仕事を理解するためには現場の経験が欠かせないと思い、大学院に入ると同時に前の

会社を辞めました。現在は有料老人ホームで準常勤として働いていますが、大学院の授業を優先
させてもらっています。

森井： 大学院での勉強が仕事に役立ち、仕事での課題意識が勉強の意欲につながるなど、両立すること
で相乗効果につながっています。また、VOD授業による自宅聴講が可能ですので、仕事と勉強
が両立しやすい環境が整備されています。

Q  通ってみて大学院（竹内ゼミ）の印象は？
　趙： 同期には、看護師、PT、福祉施設の経営者などがいますので、様々な視点から介護を理解することが出来ます。竹内ゼミは、専門性の高い

介護が身につく最高な環境です。
森井： 竹内ゼミは、ご指導いただく先生方が日本における先進的なケア・ネットワークについての研究をしておられ、ゼミの同級生や先輩・後輩と

のつながりも非常に強く、学ぶことに最適な環境と言えます。

Q  今後の目標は？
　趙： 中国では65歳以上の方が1.4億人います。その方たちが要介護状態にならないよう、介護予防または自立支援介護を展開していきたいと思っ

ています。
森井： 大学院（博士課程）での研究を介護問題等の解決に向けて役立てていくと共に、その研究成果を職場や地域に還元できることを目標にしてい

ます。

Q  ぜひ後輩（入学希望者）に伝えたいことは？
　趙： 介護現場で「え、これはちょっと違うぞ！」と思ったことありませんか？竹内ゼミで一緒に科学的な自立支援介護を学びましょう。授業が水

曜日と土曜日に集中しており、お仕事で来られない時もeラーニングで対応してる授業もあるので、通いやすいと思います。
森井： 私は、地域包括支援センターの仕事をしながら、島根県から東京へ飛行機通学をしています。竹内ゼミで学びたいと考えている全国の皆さ

ん、共に学び、共に語り合いましょう。

在校生の声

修士課程在籍中
趙 紫巍さん
有料老人ホーム 勤務

博士課程在籍中
森井 琢磨さん
島根県大田市
健康福祉部 勤務

・ケアマネジメント学領域
・自立支援実践ケアマネジメント学領域 ｝石山 麗子
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・介護福祉学領域
・自立支援介護学領域 ｝小平 めぐみ
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先進的ケア・ネットワーク
開発研究分野
修士課程　医療福祉経営専攻
■自立支援介護学領域
　 修業年限：１年
　 取得できる学位：修士（自立支援介護学）

■自立支援実践ケアマネジメント学領域
　 修業年限：１年
　 取得できる学位：修士（自立支援実践ケアマネジメント学）

■介護福祉学領域、ケアマネジメント学領域
　 修業年限：２年
　 取得できる学位：修士（介護福祉・ケアマネジメント学）

博士課程　保健医療学専攻
■介護福祉学領域、ケアマネジメント学領域
　修業年限：３年　
　 取得できる学位：博士（介護福祉・ケアマネジメント学）

◆日本で唯一、自立支援介護理論を学べる大学院
◆介護の専門職から教育者の道
◆地域共生に対応するケアマネジメント実践者養成

国際医療福祉大学大学院
保健・医療・福祉専門職のキャリアアップを支援
「働きながら大学院で学びたい」社会人が学びやすい３つの特長

１ キャンパス ２ カリキュラム

181104000

大田原
キャンパス

（栃木県大田原市）

福 岡
キャンパス

（福岡県福岡市）

大 川
キャンパス

（福岡県大川市）

熱 海
キャンパス

（静岡県熱海市）

東京赤坂
キャンパス

（東京都港区）

成田
キャンパス

（千葉県成田市）

小田原
キャンパス

（神奈川県小田原市）

修士課程

博士課程（４年制）

博士課程

保健医療学専攻
●看護学分野
●特定行為看護師養成分野
　（旧：ナースプラクティショナー養成分野）
●助産学分野
●理学療法学分野
●作業療法学分野
●言語聴覚分野
●視機能療法学分野
●福祉支援工学分野
●リハビリテーション学分野
●放射線・情報科学分野
●生殖補助医療胚培養分野

●医療福祉教育・管理分野
●臨床検査学分野
●遺伝カウンセリング分野
●災害医療分野
医療福祉経営専攻
●医療経営管理分野
●診療情報アナリスト養成分野
●医療福祉国際協力学分野
●先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
●医療福祉学分野
●医療福祉ジャーナリズム分野
●医療通訳・国際医療マネジメント分野
臨床心理学専攻

保健医療学専攻
●看護学分野
●助産学分野
●理学療法学分野
●作業療法学分野
●言語聴覚分野
●視機能療法学分野
●福祉支援工学分野
●リハビリテーション学分野
●放射線・情報科学分野
●生殖補助医療胚培養分野
●臨床検査学分野
●医療福祉経営学分野

●診療情報管理・分析学分野
●医療福祉国際協力学分野
●先進的ケア・ネットワーク開発研究分野
●医療福祉学分野
●医療福祉ジャーナリズム分野
●臨床心理学分野

●基礎医学研究分野　　　●社会医学研究分野
●臨床医学研究分野

医療・生命薬学専攻

博士課程
医学専攻 ●国際医療学分野　　　●医療福祉管理学分野

●疫学・社会医学分野

■東京赤坂キャンパス　赤坂心理・医療福祉マネジメント学部（心理学科、医療マネジメント学科）
■大田原キャンパス　　薬学部（薬学科・6年制）
　　　　　　　　　　　医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科）
　　　　　　　　　　　保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、
　　　　　　　　　　　視機能療法学科、放射線・情報科学科）
■成田キャンパス　　　医学部（医学科）
　　　　　　　　　　　成田看護学部（看護学科）
　　　　　　　　　　　成田保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）
■小田原キャンパス　　小田原保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科）
■福岡キャンパス　　　福岡看護学部（看護学科）
■大川キャンパス　　　福岡保健医療学部（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、医学検査学科）

国際医療福祉大学 附属病院国際医療福祉大学

■国際医療福祉大学病院（栃木県）
■国際医療福祉大学塩谷病院（栃木県）
■国際医療福祉大学三田病院（東京都）
■国際医療福祉大学熱海病院（静岡県）
■国際医療福祉大学市川病院（千葉県）
■国際医療福祉大学成田病院（千葉県）※2020年開設予定

「働きながら大学院で学びたい」。こうした医療・福祉
専門職の方々のニーズに応えるため、本大学院は、大
田原（栃木県）、成田（千葉県）、赤坂（東京都）、小田
原（神奈川県）、熱海（静岡県）、福岡・大川（福岡県）
に７つのキャンパスを開設しています。
※分野により受講が限られるキャンパスがあります。

3 同時双方向遠隔授業
キャンパスを同時双方向遠隔授業システムで結び、複数のキャンパスで授業をリアルタイムで受講できるようにしています。このシステムはテレビ会議方式を授業
に取り入れたもので、テレビカメラによる映像や音声、書画カメラの映像、パソコンのファイル情報などが、各キャンパスでリアルタイムに共有できます。これに
より、どのキャンパスでも授業が行われている教室と同じ状態で授業を受けることができ、質問やディスカッションなど同時双方向のコミュニケーションも可能です。

大学院 医療福祉学研究科

大学院 薬学研究科

大学院 医学研究科

修士課程（２年制）
生命薬科学専攻　　●生命薬学分野　　　　●医療薬学分野

修士課程
公衆衛生学専攻

大学院 薬科学研究科

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に行い、
社会人が学びやすい環境を整備しています。
※専攻、分野により異なります。

03-5574-3903TEL

大学院に関するお問い合わせ

学生募集要項は次のいずれかの方法でご請求ください

daigakuin-nyushi@iuhw.ac.jpE-mail https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/WEB

※修士課程は、専門学校等を卒業した満22歳以上の方も出願可能です（国家資格保持等の条件を満たしている必要があります）。
東京赤坂キャンパス入試事務室　　Tel：03-5574-3903　〒107-8402　東京都港区赤坂4-1-26


